大阪府ＤＩ及び近畿地区ＤＩによる景気基準日付の設定について
平成22年 7月
　　　大阪府商工労働部（大阪産業経済リサーチセンター）

1. 大阪府の直近の景気の谷は平成21年3月、近畿地区は21年2月

　景気循環の局面判断や各循環における経済状況の比較等のため、景気基準日付（景気の転換点）を設定してきました。このほど、大阪府ＤＩ（ディフュージョン・インデックス）・近畿地区ＤＩを中心に検討した結果、大阪府の直近の景気基準日付（景気の谷）を「21年3月」（図表1）、近畿地区を「21年2月」（図表2）と暫定的に設定しました。

直近の景気の谷を全国と比較すると、大阪府では同時、近畿地区では1ヶ月早くなっています（図表3）。第14循環全体では、大阪府では83ヶ月と戦後2番目の長さ、近畿地区では86ヶ月と戦後で1番長い景気循環となりました。

図表1　大阪府ＤＩによる景気基準日付一覧

	
	谷
	山
	谷
	拡張
	後退
	全循環

	第11循環
	昭和62年1月
	平成2年12月
	平成6年2月
	47ヶ月
	38ヶ月
	85ヶ月

	12
	平成 6年2月
	9年 3月
	11年4月
	37ヶ月
	25ヶ月
	62ヶ月

	13
	11年4月
	12年10月
	14年4月
	18ヶ月
	18ヶ月
	36ヶ月

	14
	14年4月
	（暫定）19年 8月
	（暫定）21年3月
	64ヶ月
	19ヶ月
	83ヶ月


図表2　近畿地区ＤＩによる景気基準日付一覧
	
	谷
	山
	谷
	拡張
	後退
	全循環

	第11循環
	昭和61年12月
	平成3年4月
	平成5年12月
	52ヶ月
	32ヶ月
	84ヶ月

	12
	平成 5年12月
	9年5月
	11年 2月
	41ヶ月
	21ヶ月
	62ヶ月

	13
	11年 2月
	12年8月
	13年12月
	18ヶ月
	16ヶ月
	34ヶ月

	14
	13年12月
	（暫定）19年5月
	（暫定）21年 2月
	65ヶ月
	21ヶ月
	86ヶ月


図表3　大阪府、近畿地区、全国の景気の山谷の比較

	
	大阪府

	
	近畿地区

	
	全国


	
	
	対近畿
	対全国
	
	対全国
	

	谷
	6年 2月
	2ヶ月遅
	4ヶ月遅
	5年12月
	2ヶ月遅
	5年10月

	山
	9年 3月
	同時
	2ヶ月早
	9年 3月
	2ヶ月早
	9年 5月

	谷
	11年 4月
	2ヶ月遅
	3ヶ月遅
	11年 2月
	1ヶ月遅
	11年 1月

	山
	12年10月
	2ヶ月遅
	1ヶ月早
	12年 8月
	3ヶ月早
	12年11月

	谷
	14年 4月
	4ヶ月遅
	3ヶ月遅
	13年12月
	1ヶ月早
	14年 1月

	山
	19年 8月
	3ヶ月遅
	2ヶ月早
	19年 5月
	5ヶ月早
	19年10月

	谷
	21年3月
	1ヶ月遅
	同時
	21年2月
	1ヶ月早
	21年3月


2.　大阪府景気基準日付の設定について（（第14循環）における景気の谷）
　今回の景気における谷は、大阪府景気動向指数（一致指数）よりヒストリカルＤＩを作成し（図表4）、他の景気指標もあわせて総合的に検討をした結果、21年3月と暫定的に設定しました。なお、他の景気指標の動きは以下のとおりです。

1 景気動向指数一致ＣＩでは、20年後半から急速に低下し、21年3月を底に急速に回復しつつある。

2 製造工業生産指数・製造工業出荷指数においても、同様に、20年後半から急速に低下し、21年3月を底に緩やかに上昇傾向にある。

3 大阪府景気観測調査の業況判断ＤＩ（前期比、季節調整済）では、21年1～3月期が底であり、それ以降緩やかに上昇している。

3.　近畿地区景気基準日付の設定について（（第14循環）における景気の谷）
　今回の景気における谷は、近畿地区景気動向指数（一致指数）よりヒストリカルＤＩを作成し（図表5）、他の景気指標や、国や他府県の景気の山の設定状況もあわせて、総合的に検討をした結果、21年2月と暫定的に設定しました。

4.　景気基準日付の設定方法と基本的な考え方

景気動向指数（一致系列）の各採用系列から、月々の不規則な変動を除去するために、統計的手法を用いて個別系列の山谷を設定し、谷から山に至る期間をすべてプラス、山から谷に至る期間をすべてマイナスとして、プラスの系列の割合を示したヒストリカルＤＩを作成します。ヒストリカルＤＩが50％を下回る（＝過半数の系列がマイナスとなる）直前の月を景気の山の候補に、50％を上回る直前の月を景気の谷の候補とします。これらの候補について、他の景気指標の動きと大きな乖離がないかを確認し、暫定的に景気基準日付を設定します。

　しかし、採用系列の入れ替えや季節調整替え等が行われた場合には、ヒストリカルＤＩの値も変化する可能性があるため、次回の景気基準日付の設定の際に、再度検討して確定します。
図表4　ヒストリカルＤＩ（大阪府、第14循環の景気の谷）
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図表5　ヒストリカルＤＩ（近畿地区、第14循環の景気の谷）
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